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病院（注1） 41 963 26 1,030
介護・リハビリ病院 35 27 62
皮膚科病院 3 20 23
助産院 11 11
地域総合診療院（注2） 2 621 18 641




































































































































































































































　　・ 調査総数は表 3の通り219 名。男性 53 名（24.2％）女性 166 名（75.8％）で，女性が大半
を占めていた。
表 3．性別年齢階層別対象数　Ｎ＝ 219（％）
総数 20〜 24 25〜 29 30〜 34 35〜 39 不明
総数 219（100.0） 119（54.4） 73（33.3） 21（9.6） 4（1.8） 2（0.9）
男 53（24.2） 22（10.0） 22（10.0） 8（3.7） 1（0.5） 0
女 166（75.8） 97（44.3） 51（30.7） 13（5.9） 3（1.4） 2（0.9）
　　・ 調査対象の職業別では，表 4の通り学生が最も多く98 名（44.8％），次いで会社員 84 名
（38.4％），公務員 20 名（9.1％）であった。
表 4.　性別職業別対象数　Ｎ＝ 219（％）
総数 公務員 自営業 会社員 農業 学生 その他
総数 219（100.0） 20（9.1） 13（5.9） 84（38.4） 0（0.0） 98（44.8） 4（1.8）
男 53（24.2） 5（2.3） 3（1.4） 27（12.3） 0 18（8.2） 0




総数 北部 中部 南部
総数 219（100.0） 42（19.2） 106（48.4） 71（32.4）
男 53（24.2） 4（7.5） 26（49.1） 23（43.4）





　　・ 父母が高齢になった時の援助者は，表 6の通り自分が援助すると答えた者は127 名，兄








総数 219（100.0） 53（100.0） 166（100.0）
自分が援助する 127（58.0） 39（73.6） 88（40.2）
兄弟姉妹，親族で援助 70（32.0） 11（20.8） 59（35.5）
近隣の協力を得る 0 0 0
地域のサ ビースを受ける 2（0.9） 0 2（0.9）
その他 20（9.1） 3（6.4） 17（7.8）
（3）子育てをしながら働くための条件
　　・ 子育てをしながら働くために必要なことについて複数回答を依頼したところ，表 7の通り平





総数 公務員 自営業 会社員 学生 他
総数 219（100.0） 20（9.1） 13（5.9） 84（38.4） 98（44.8） 4（1.8）
祖母の子育て協力 178（81.3） 17（85.0） 10（76.9） 65（77.4） 85（86.8） 1（25.0）
夫の協力 125（57.0） 10（50.0） 6（46.2） 54（64.3） 52（53.1） 3（75.0）
子育てしやすい制度，法律 107（48.8） 13（65.0） 6（46.2） 40（47.6） 48（49.0） 0
子どもの病気時の休暇 111（50.7） 11（55.0） 8（61.5） 38（45.2） 52（53.1） 2（50.0）
子どもの安全な遊び場 99（45.2） 9（45.0） 3（23.1） 41（48.8） 45（45.9） 1（25.0）
安全な送迎バス 44（20.1） 3（15.0） 4（30.8） 19（22.6） 18（18.4） 0
母親同士の助け合い 31（14.2） 1（0.5） 2（15.4） 13（15.5） 15（15.3） 0
家事手伝いサ ビース 19（8.7） 3（15.0） 1（7.8） 12（14.3） 3（3.1） 0
近くに病院が必要 15（6.8） 2（10.0） 0 7（8.3） 6（6.2） 0









総数 219（100.0） 53（100.0） 166（100.0）
仕事をやめるか少なくして，父母の援助をする 95（43.3） 24（45.3） 71（42.8）
仕事を続けて，兄弟姉妹や親族に協力してもらう 95（43.3） 23（43.4） 72（43.4）
地域のサ ビースを受ける 13（5.9） 2（3.8） 11（6.6）
その他 16（7.3） 4（7.5） 12（7.2）
（5）高齢化，核家族化の社会に必要なこと







総　　　　　数 219（100.0） 53（24.2） 166（75.8）
高齢者や子どもの援助施設を増やす 119（54.3） 24（11.0） 95（43.4）
病院を増やす 45（20.5） 7（13.2） 38（22.9）
学校，子供の保育施設を増やす 22（10.0） 7（13.2） 15（9.0）
高齢者援助の訪問サ ビース 53（42.2） 11（20.8） 42（25.3）
家族の繋がりを強化する 108（49.3） 22（41.5） 86（51.8）
近隣と連絡体制を強化する 42（19.2） 13（24.5） 29（17.5）
さらなる経済発展が必要 47（21.5） 9（17.0） 38（22.9）
社会福祉の発展が必要 130（59.3） 22（41.5） 108（65.1）
家族の各世代が一緒に暮らすための良い条件を作る 31（14.2） 11（20.8） 20（12.0）








　その結果，表 10の通り第 1に希望する項目は「家族の関係を強化，良好にする」で81 名
169第 10 号　2015（平成 27）年度
高齢化が進むベトナムにおける家族の役割認識
（37.0％），第 2は「今の仕事を拡大していく」で，64 名（29.2％），第 3は「福祉制度の発展」で，
49 名（22.9％）であった。
表 10．ベトナムの経済・福祉について希望すること（複数回答）　ｎ=219
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１ 祖母の子育て協力 ２ 母親同志の協力 ３ 夫の育児協力
４ 育児相談窓口 ５ 近くに病院が必要 ６ 安全な遊び場













１ 高齢者の施設をふやす ２ 病院をふやす ３ 子どもの保育施設をつくる
４ 高齢者の訪問サ ビース ５ 家族の繋がりを強くする ６ 近隣と連絡体制を強くする




１ 同居を望む ２ 同居を望まない ３ 自分の親なら同居を望む
４ 配偶者の親との同居を望む ５ 配偶者と話しあって決める
〔8〕結婚している方に、同居の有無を伺います。以下の１または２に○をつけてください。
　　さらに１−１または2−2があてはまる場合は○をつけてください。
１ 同居している １−１同居を望まないが同居している。
２ 同居していない ２−２同居を望んでいるができない
〔9〕今後、ますます発展をしていくベトナムの経済・福祉について、あなたが希望することはどんなことですか。
　　AからNのうち最も希望するものから順番に1から14を□内につけてください。
A．仕事を拡大していく B．家族の関係を良好にする C．海外留学・海外で働く
D．寄付や地域貢献活動 E．保育園、幼稚園を増やす F．教育制度の充実
G．医療の充実 H．福祉制度の充実・発展 I．安全で、健康な社会
J．衛生的な環境整備 K．エネルギーの整備 L．交通環境の整備
M．障害者に安全な町・施設の整備 N．社会の工業化・機械化
〔10〕これからの社会での働きかたや家族の役割について考えていることを、自由に書いてください。
ご協力ありがとうございました。
